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実施した対策の効果・影響の検討

資料２
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○ 国道１号掛川バイパスでは、朝ピーク時においてサグ部による速度低下が発⽣しており、旅⾏速度の向上を⽬的に平成28年度よりＳＬ看板を設置
○ 上り線では、最も速度が低下している７時台において横ばいであるが、８時台では旅⾏速度が向上
○ 下り線では、令和元年度の対策後、７時台・８時台ともに旅⾏速度が向上

１．国道１号掛川バイパス （SL看板による速度低下対策：上り線大池IC付近、下り線西郷IC付近） （実施主体：国交省）

■対策概要
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■効果（近年の旅⾏速度の変化）
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︓上り線設置看板

︓下り線設置看板

SL看板設置状況

上り線の対策経緯 下り線の対策経緯

H28年度 SL看板設置（①〜③） SL看板設置（①〜③）

H29年度 SL看板追加設置（④） 経過観察

H30年度 SL看板追加設置（⑤〜⑦）
SL看板表記変更（③、④） 経過観察

R1年度 経過観察 SL看板追加設置（④〜⑩）
SL看板表記変更（①、②）

R2年度 経過観察 経過観察

＜上り線 SL看板設置効果＞

＜下り線 SL看板設置効果＞

km/h

上り線︓沢⽥IC → ⻄郷ICにおける旅⾏速度（平⽇）

下り線︓宮脇IC → ⼤池ICにおける旅⾏速度（平⽇）
【出典】ETC2.0プローブデータ（各年各⽉の平⽇平均）
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⼤きな変化はない（横ばい）

対策後に旅⾏速度が向上

対策後に旅⾏速度が向上

対策後に旅⾏速度が向上
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２．国道139号西富士道路 広見IC（実施主体：国土交通省） ＜令和２年１１月ソフト対策＞

利用者団体連携２－１ 対策の概要
○広⾒ＩＣ北進オフランプ利⽤のうち、約４割が向かう⼯業地域企業等を対象に、朝の通勤ピーク時間帯における時間分散を

促すチラシを配布するソフト対策を実施。

■広⾒IC北進オフランプの主な交通流動

出典︓ETC2.0プローブ情報（2019年10⽉平⽇ 昼間12時間計）
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■⼯業地域周辺の主な企業

エリア 業種 主な
製造品⽬等 企業数 従業員数

⼯業地域
⼯業専⽤地域

製造業
鋼板加⼯
エアコン

ベアリング等
３社 約550名

卸売・⼩売業 建築材料等 １社 約130名

運輸・郵便業 倉庫
運送等 ４社 約450名

富⼠⼭フロント
⼯業団地

製造業
⾷品

紙加⼯品
⾦属製品等

14社 約5,350名

飲⾷
サービス業

配達飲⾷
サービス １社 約10名

運輸・郵便業 倉庫
運送等 ２社 約3,150名

合計 25社 約9,630名

■配布チラシ（令和2年11⽉中旬から配布）
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２．国道139号西富士道路 広見IC（実施主体：国土交通省） ＜令和２年１１月ソフト対策＞

利用者団体連携２－２ 効果検証
○岳陽中東交差点は渋滞・滞留ともに減少、広⾒IC北進オフランプは7時台前半で交通量が減少し渋滞・滞留が緩和したが、7時台後半以降で

依然渋滞・滞留が発⽣。
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■TDM実施前後の渋滞⻑・滞留⻑

岳陽中東 広見IC北進オフランプ
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出典︓交通量調査結果 事前︓令和元年10⽉24⽇（⽊）
事後︓令和 3年 1⽉19⽇（⽕）

ピーク時分散の趣旨は理解
するが、配送時間などの関係
から時間分散は難しい。

配送のトラックについては、
ピーク時を避けるようにしたい。

■チラシ配布企業の声

出典︓新富⼠IC周辺地区・富⼠⼭フロント⼯業団地
⽴地企業ヒアリング結果（R2.11⽉）※チラシ配布協⼒依頼時
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広見IC北進オフランプ

ランプ延長
約170m

7：00-7：30
372台
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349台

写真撮影⽇︓令和3年1⽉19⽇（⽕）7時40分台

■北進オフランプの渋滞状況
岳陽中東から滞留が連続
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３．結論（案）

○国道１号掛川バイパスへのSL看板の設置により、旅⾏速度が向上し⼀定の渋滞緩和が⾒られ、
朝ピーク時の平均旅⾏速度が向上

○国道139号⻄富⼠道路広⾒IC北進オフランプは、ソフト対策の効果は限定的で、依然、渋滞・滞留が
発⽣。


